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男鹿ぐるめマーケット＆男鹿線沿線ウォーキングを開催します 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 「男鹿ぐるめマーケット」 

⑴ 主  催   男鹿市、ＪＲ東日本秋田支社 

⑵ 開 催 日    2018年９月８日（土） 

⑶ 会  場  男鹿駅前及び道の駅おが（オガーレ） 

⑷ 内  容 

○ 海鮮バーベキューコーナーをはじめとした飲食コーナーを中心に、遊覧船の運航やステージイ

ベント、体験コーナー等、ご家族で楽しめるコンテンツを多数ご用意する予定です。 

○ イベントの詳細については、別途ご案内いたします。 

 

  
【昨年の男鹿ぐるめマーケットの様子】 

昨年開催し、大変ご好評をいただいた「男鹿ぐるめマーケット」を今年も開催することが決まりまし

た。男鹿線沿線及び男鹿エリアの活性化を目的に、７月１日にオープンした男鹿駅新駅舎と、道の駅お

が（オガーレ）を主会場に、海鮮バーベキューやステージイベント等を行います。また、海上から男鹿

半島を臨む遊覧船の運航など、多くの方に楽しんでいただけるイベントをご用意する予定です。 

 更に、同日「男鹿線沿線ウォーキング」を開催します。男鹿線沿線に、ロングコース（17～20km程度）、

ミドルコース（10～13km程度）を設定し、寒風山や日本海の美しい風景を眺めながら、歩いてゴールの

道の駅おが（オガーレ）を目指していただきます。 

 列車はもちろん、ウォーキングイベントに参加して“新しい男鹿”を満喫する旅をお楽しみください。 

 ＪＲ秋田支社は、男鹿線を活用した観光需要の創出を更に推進していきます。 

 

 

 

 

 今年もやります！ 

海鮮バ－ベキュ－ 遊覧船の運航 男鹿海洋高等学校郷土芸能部 

「なまはげ太鼓」 



２ 「男鹿線沿線ウォーキング」 

 男鹿線沿線の景色を楽しみながら歩くイベントです。ロングコー

ス（17～20km程度）とミドルコース（10～13km程度）の２つのコー

スを設け、ニーズに合わせてお楽しみいただけます。 

⑴ 主催・協力  男鹿線沿線観光利用促進連絡会議（主催） 

  秋田県ウオーキング協会（協力） 

⑵ 開 催 日    2018年９月８日（土）      ↑道の駅おが（オガーレ） 

⑶ 内  容                             

○ 男鹿線沿線を歩くイベントです。（競争大会ではありません。） 

○ 途中にエイドステーションを設け、軽食の振る舞いを実施します。 

○ 完歩者には、完歩賞やウォーキングダイアリー用スタンプシート等をお渡しします。 

○ 男鹿線の駅からスタート地点まで（ロングコース：出戸浜駅→道の駅てんのう、ミドルコース：

天王駅→男鹿総合観光案内所）は、往路・復路とも男鹿線の列車にあわせてアクセスバスを運

転し、参加者の送迎を行います。ご参加の際には、ぜひ男鹿線をご利用ください。 

⑷ 区  間  （スタート地点）ロングコース（17～20km程度）：道の駅てんのう 

↓       （開会式：７時 50分、スタート：８時 00分） 

↓     ミドルコース（10～13km程度）：男鹿総合観光案内所 

↓     （開会式：８時 50分、スタート：９時 00分） 

（ゴール地点） 道の駅おが（オガーレ） 

⑸ 募集開始  2018年７月下旬～８月上旬（予定） 

⑹ 参加人数  各コース 100名（参加資格：小学生以上※） 

  ※ 健康で心疾患等がなく万全な体調で参加できる方 

⑺ 参 加 費  大人（中学生以上）1,500円、小人（小学生）700円 

⑻ コースイメージ 

 

※ コースやお申込み方法等の詳細については、募集開始時にパンフレット等でご案内いたします。 

 

●追分駅 

● 男鹿温泉 

● 真山神社 ＪＲ男鹿線 

スタート（ロングコース）：道の駅てんのう 

スタート（ミドルコース）：男鹿総合観光案内所 

ゴール：道の駅おが（オガーレ） 

● 入道崎 



 

 

 

【男鹿線沿線観光利用促進連絡会議概要】 

○ 目 的  

ＪＲ男鹿線の観光利用の促進による沿線地域の観光振興を図るため、沿線自治体や観光関連団体

等が情報交換等を行いながら連携した取組を行う。 

○ 連絡会議構成員 

東北運輸局、男鹿市（事務局）、秋田市、潟上市、秋田県(秋田地域振興局含む)、ＪＲ秋田支社 

○ 沿 革 

2015年 12月 「男鹿線観光利用促進連絡会議」として発足 

2017年 11月 「男鹿線沿線観光利用促進連絡会議」にリニューアル 

   「男鹿観光推進ワーキンググループ」を設置 

 

別紙 


